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市民の暮らしをサポート

くらしの
情報
くらしの
情報

a日時・期間　h内容　b場所　c対象　d定員　e費用・料金　o持ち物　f申込・提出・応募　g問い合わせ　mEメール　i電話

平成３０年中に市内で発生した交通(人身)事故は1,８５１件。このうち高齢者による事故は３５８件で全体の１９．３％を占め
ています。そこで、自動車の操作ミスなどによる交通事故防止対策の一環として安全運転サポート車が推奨されています。
また、身体機能の変化を感じたら…、家族から「運転が心配」と言われたら…、事故の被害者にも加害者にもならないため
に、運転免許証の自主返納を考えてみませんか。

安全に運転できていますか？

「運転経歴証明書」の見本

サポカー？
自主返納？

詳細は、埼玉県警察ホームページのシルバー・サポーター制度をご覧ください。

自主返納って何？

自主返納すると

運転免許証の有効期間内に本
人が自主的に申請して免許の
取り消しを受けるものです。
※自主返納の手続きは、各警

察署へお問い合わせくださ
い。

安全運転サポート車って何？

運転免許証を返納し、所定の手続き・申請を行うと「運転経歴証明書」
を取得することができます。金融機関などで身分証明書として使用で
き、シルバー・サポーター制度に協賛しているタクシー事業者や店舗・
施設で提示することにより、さまざまな特典が受けられます。

問い合わせ・・・交通安全対策課 i048-258-1224　k048-254-3471　　埼玉県警察本部 i048-832-0110
　　　　　　　川口警察署  　　i048-253-0110　　                            武南警察署 　　 i048-286-0110

川　口　太　郎

埼玉県川口市青木２-１-１
令和◯年◯月◯日　１２３４５-３

セーフティ・サポートカー
【サポカー】
被害軽減（自動）ブレーキを搭
載した、全ての運転者に推奨
する自動車

セーフティ・サポートカーS
【サポカーS】
被害軽減（自動）ブレーキに加え、ペダル
踏み間違い時加速抑制装置などを搭載
した、特に高齢運転者に推奨する自動車

「被害軽減（自動）ブレーキ」や「ペダル踏み間違い時加速抑制装置」などを搭載
した車です。
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水害・土砂災害の避難情報を「警戒レベル」で伝えます

問い合わせ…防災課　A048ｰ242ｰ6358　E048ｰ281ｰ5765
レベル４（避難勧告）の一例：「〇〇地区に洪水に関する警戒レベル４、避難勧告を発令しました。」

市町村が
発令

気象庁が
発表

災害発生情報

避難指示（緊急）
避難勧告

避難準備・
高齢者等避難開
始

大雨注意報・
洪水注意報など

早期注意情報

避難情報など対象地域のかたがとるべき行動

命を守るために最善の行動をとりま
しょう。

速やかに全員避難しましょう。

避難に時間を要するかたとその支援
者は避難を開始し、その他のかたは
避難の準備をしましょう。

市防災本などにより避難行動の確認
をしましょう。

防災気象情報などに注意し、災害へ
の心構えを高めましょう。

水害や土砂災害から避難するタイミングを分かりやすく伝えるため、市町村や国が出す
避難情報や気象情報を新たに「警戒レベル１～５」の５段階に整理しました。

警戒レベル

レベル３
高齢者などの要
配慮者は避難！

レベル２

レベル１

レベル５
災害発生！

レベル４
全員避難！

警戒レベル５はすでに災害が発生している状況です。
警戒レベル3や4が発令された地域の皆さんは、速やかに避難してください。

高

低

危険度

問い合わせ…高齢者保険事業室　A048ｰ259ｰ7653　E048ｰ258ｰ0670

　後期高齢者医療被保険者証は、毎年8月1日から翌年7月31日まで使う
ことができます。令和2年7月31日有効期限の新しい保険証を7月中旬に
簡易書留で送付しますので、氏名、住所などをご確認ください。
※FAXでの問い合わせは、返信先の明記をお願いします。

新しい保険証を送付します。

後期高齢者医療制度に加入の皆さんへ後期高齢者医療制度に加入の皆さんへ

令和元年度の保険料
年間保険料

（上限額62万円）
均等割額

（41,700円）
所得割額

（（総所得金額等－33万円）×7.86％）＋＋＝＝

－普通徴収の場合－
　納付書や口座振替で、7月
～翌年2月の8期に分けて納
めてください。

　原則、年金からの天引き（特
別徴収）となりますが、年度の
途中で新規加入されたかたや
年金の受給状況などによって
は、普通徴収となります。

保険料の納付方法

普通徴収のかたは、
納め忘れがない口座振替が

おすすめです。

均等割額の軽減割合変更
　均等割額の７割軽減対象のかたは、これまで軽減特例措置として９割ま
たは８．５割が軽減されてきましたが、令和元年度から段階的に軽減特例
措置が縮小・廃止されます。

　なお、９割軽減の対象であったかたは、年金生活者支援給付金の支給や
介護保険料の軽減強化といった支援策の対象となります。
※住民税課税者が同居している場合は対象となりません。また、年金生活者支援
給付金の支給額は納付実績などに応じて異なります。

対象者の所得要件
（世帯主および世帯の被保険者全員
の総所得金額などの合計額）

33万円以下
うち、同一世帯内の被保険者
全員が年金収入80万円以下
（他の各種所得なし）

平成30年度
８.５割

９割

令和元年度
８.５割

８割

令和２年度
７.７５割

令和３年度
７割

均等割額の軽減割合

７割


